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Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動
と
放
送
法
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
二
月
三
日
、
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動
と
放
送
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に

ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
反
響
は
大
き
く
、
多
く
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な
政
府
答
弁
が
出
て
く
る
か
注
目
を
集
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
月
十
二
日
に
出
て
き
た
政
府
答
弁
は
、
非
常
に
誠
意
に
欠
け
た
、
今
後
の
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
一
翼
を

担
う
才
能
あ
る
芸
能
人
の
活
躍
を
真
剣
に
議
論
し
よ
う
と
し
て
い
る
多
く
の
方
々
の
意
欲
を
著
し
く
削
ぐ
よ
う
な
答
弁
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
再
度
、
政
府
に
誠
意
の
あ
る
政
府
見
解
を
求
め
る
た
め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

一

先
の
質
問
主
意
書
で
は
、
一
の
項
目
で
以
下
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

現
在
の
日
本
の
放
送
法
で
は
、
第
三
条
で
放
送
番
組
編
成
の
自
由
に
関
し
、
「
放
送
番
組
は
、
法
律
に
定
め
る
権
限
に
基

づ
く
場
合
で
な
け
れ
ば
、
何
人
か
ら
も
干
渉
さ
れ
、
又
は
規
律
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
一
）

日
本
で
は
、
韓
国
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
放
送
事
業
者
の
役
職
員
以
外
の
者
の
要
請
に
よ
り
、
放
送
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
出
演
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
出
演
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
行
為
」
は
放
送
法
違
反
と
な
る
行
為
か
ど
う

か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

（
二
）

事
実
関
係
の
有
無
は
問
わ
な
い
が
、
週
刊
新
潮
の
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
一
日
号
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係
者
の
話
と

一



し
て
、
「
昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
に
際
し
、
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
総
合
司
会
に
す
る
よ
う

申
し
入
れ
が
あ
り
、
局
側
が
事
務
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
『
そ
ん
な
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
重
用
し
た
い
な
ら
、
ど
う
ぞ

お
好
き
に
。
そ
の
代
わ
り
、
今
年
は
他
の
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
引
き
揚
げ
ま
す
か
ら
』
と
い
う
趣
旨
の
通
告
が
な
さ

れ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
論
と
し
て
、
「
芸
能
事
務
所
が
所
属
タ
レ
ン
ト
の
番
組
出
演
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
」
に
よ
っ
て
「
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
演
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
出
演
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
」
は
、
上
記
、
放
送
法
違
反
と
な
る
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

こ
の
質
問
に
対
し
、
政
府
は
（
一
）
と
（
二
）
を
一
括
に
し
た
う
え
で
、
「
個
別
具
体
的
な
状
況
に
即
し
て
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
答
弁
を
し
て
き
た
。
当
方
は
「
個
別
具
体
的
な
案
件
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
逃
げ
の
答
弁
を
想
定
し
て
、
あ
え
て
「
個
別
具
体
的
な
事
例
」
を
挙
げ
た
う
え

で
、
「
一
般
論
と
し
て
」
と
い
う
質
問
の
仕
方
を
し
た
。
「
個
別
具
体
的
な
状
況
に
即
し
て
判
断
す
る
」
の
で
あ
れ
ば
、

（
二
）
で
例
示
し
た
よ
う
な
、
個
別
具
体
的
な
状
況
は
放
送
法
違
反
と
な
る
か
ど
う
か
、
政
府
見
解
は
如
何
。
ま
た
、
現

在
、
こ
の
問
題
に
多
く
の
国
民
的
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逃
げ
の
答
弁
で
は
な
く
、
具
体
的
な
答
弁
を
求
め

る
。

二



二

先
の
質
問
主
意
書
で
は
、
二
の
項
目
で
以
下
の
質
問
を
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
韓
国
で
は
、
放
送
法
を
改
正
し
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
を
国
会
で
可
決
さ
せ
た
。
英
国
で
も
、
英
国

通
信
法
に
お
い
て
、
一
般
的
な
意
味
で
反
競
争
的
な
行
為
を
禁
止
す
る
規
定
や
不
公
正
な
取
扱
い
を
禁
止
す
る
規
定
が
存
在

す
る
。
日
本
で
は
現
行
、
放
送
事
業
者
は
放
送
法
第
五
条
に
よ
り
、
「
番
組
基
準
」
を
定
め
公
表
し
、
第
六
条
に
よ
り
「
放

送
番
組
審
議
機
関
」
に
よ
る
審
議
に
よ
っ
て
自
主
的
に
放
送
番
組
の
適
正
を
図
る
と
し
て
お
り
、
番
組
制
作
上
の
前
述
の
よ

う
な
禁
止
規
定
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
「
放
送
事
業
者
が
第
三
者
（
芸
能
事
務
所
等
）
の
要
請
に
よ
り
、
正
当
な

理
由
な
く
、
特
定
の
芸
能
人
へ
の
出
演
を
阻
止
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
」
制
度
に
つ
い
て
、
日
本
で
導
入
す
る
検
討
や
議
論

は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
、
導
入
の
可
能
性
等
は
な
い
か
。

こ
の
質
問
に
対
し
、
政
府
は
、
「
『
放
送
事
業
者
が
第
三
者
（
芸
能
事
務
所
等
）
の
要
請
に
よ
り
、
正
当
な
理
由
な
く
、

特
定
の
芸
能
人
へ
の
出
演
を
阻
止
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
』
制
度
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

（
一
）

韓
国
の
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
や
英
国
通
信
法
、
日
本
国
内
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動
の
事
例
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を
用
い
て
説
明

し
た
が
、
政
府
の
答
弁
は
「
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
い
う
答
弁
で
あ
っ

三



た
。
こ
の
問
題
は
多
く
の
国
民
が
関
心
を
寄
せ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
政
府
答
弁
を
求
め
る
た
め
、
ど
の
部

分
が
「
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」
の
か
、
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
部
分
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
良
い
の
か
。
建
設
的
で
誠
実
な
答
弁
を
求
め
る
。
こ
の
答
弁
を

踏
ま
え
、
再
度
、
質
問
主
意
書
を
当
方
が
提
出
す
る
こ
と
を
前
提
に
答
弁
を
お
願
い
す
る
。

右
質
問
す
る
。

四


